
卒業・退職後もRefWorksを利用するには

1.「所属機関からのログインを使用」からログインしていた方

・ログイン後にアカウント名をクリックし「設定」を選択

・役職を「Alumni」に変更する
・メールアドレスを卒業後も使用可能なものにする

・「別のパスワード」でパスワードを設定する
・「機関の認証情報」の「認証情報を削除」する

・次回からのログインは今回変更したメールアドレス／パスワードを用いる

例としてGmailを入力していますが，卒
業後も使えるメールアドレスであれば

何でも大丈夫です

Write-N-CiteやRefWorks Citation Manager
をご利用の場合は，そこにログインす

るために使用



卒業・退職後もRefWorksを利用するには

2. ID/PWでログインしていた方

・ログイン後にアカウント名をクリックし「設定」を選択

・役職を「Alumni」に変更する
・メールアドレスを卒業後も使用可能なものにする

・ログインは新たに設定したメールアドレスと既に設定してあるパスワードを用いる

例としてGmailを入力していますが，卒
業後も使えるメールアドレスであれば

何でも大丈夫です



卒業・退職後もRefWorksを利用するには

3.「自分の機関の資格情報」からログインしていた方

・ログイン後に「プロフィール更新」をクリック

・ログイン名とパスワードを，新たなものに書き換える
・ユーザータイプを「Alumni」に変更する
・メールアドレスを卒業後も使用可能なものにする

・次回からのログインは今回変更したログイン名とパスワードを，ユーザーネームと
パスワード欄に入れてログインする

ログイン名

パスワード

卒業後も使えるメールアドレスであれば
何でも大丈夫です



卒業・退職後もRefWorksを利用するには

4.ID/PWでログインしていた方

・ログイン後に「プロフィール更新」をクリック

・ユーザータイプを「Alumni」に変更する
・メールアドレスを卒業後も使用可能なものにする

・次回からのログインは設定してあるID/PWをユーザーネームとパスワード欄に入れて
ログインする

ログイン名

パスワード

卒業後も使えるメールアドレスであれば
何でも大丈夫です


